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女
性
会
で
は
新
会
員
募
集
中

で
す
。女
性
経
営
者
の
方
、経
営

者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
女
性

の
方
、女
性
幹
部
の
方
な
ど
、日

頃
か
ら
会
社
経
営
に
つ
い
て
考

え
た
り
、悩
ん
だ
り
、喜
ん
だ
り

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、私
た

ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん

か
。女
性
の
視
点
で
広
く
社
会

を
見
つ
め
、自
社
の
経
営
や
自

分
自
身
の
発
展
の
た
め
に
、女

性
経
営
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

有
意
義
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

新
会
員
募
集

　

八
幡
さ
ん
は
、「
見
守
る
、支

え
る
、育
て
る
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、複
雑
な
人
間
関
係
が
絡

む
教
育
現
場
で
の
い
じ
め
や
、

不
登
校
な
ど
の
不
安
や
悩
み

を
解
決
す
る
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。思
春
期
の
子
ど
も

達
と
正
面
か
ら
向
き
合
い
、子

ど
も
達
の
未
来
に
焦
点
を
当

て
潜
在
能
力
を
高
め
、課
題
解

決
の
実
現
を
目
指
す「
サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」

手
法
の
紹
介
や
、具
体
的
な
事

例
を
交
え
た
実
践
活
動
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。子

ど
も
達
の
輝
く
笑
顔
を
求
め

て
、学
校
で
の
課
題
解
決
に
真

剣
に
向
き
合
う
八
幡
さ
ん
の
強

い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、定
例
会
後
に
行
わ
れ

た
平
成
31
年
新
年
会
で
は
迫
小

樽
市
長
、中
野
副
会
頭
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、会
員
と
意
見
交

換
を
し
た
他
、ゲ
ー
ム
で
懇
親

を
深
め
ま
し
た
。

題字／池田麗子　企画・編集／㈱オー・プラン

平
成
30
年
度
第
2
回
定
例
会

「
輝
く
笑
顔
を
求
め
て
」

小
樽
市
立
望
洋
台
中
学
校  

養
護
教
諭

期
日
：
平
成
31
年
1
月
31
日　

場
所
：
オ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
小
樽

八
幡 

睦
実 

氏

講 

師

20
日（
金
）
第
33
回
全
道
商
工
会
議

所
女
性
会
研
修
交
流
会〈
小
樽
市
〉

9
月

2
日（
日
）国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
小
樽「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ク
リ
ス

マ
ス
」の
集
い

6
日（
木
）正
副
会
長
会
議

活
動
実
績

12
月

4
日（
金
）小
樽
市
新
年
交
礼
会

7
日（
月
）北
海
道
新
聞
社
小
樽
支

社
新
年
交
礼
会

31
日（
木
）第
２
回
定
例
会
、平
成

31
年
新
年
会

1
月

14
日（
木
）「
第
33
回
全
道
商
工
会

議
所
女
性
会
研
修
交
流
会
」正
副

部
会
長
会
議

18
日（
月
） 

小
樽
市
上
下
水
道
事

業
経
営
懇
話
会

2
月

5
日（
火
）「
第
33
回
全
道
商
工
会

議
所
女
性
会
研
修
交
流
会
」第
１

回
実
行
委
員
会
／
第
１
回
研
修

交
流
会
部
会
／
第
１
回
懇
親
会
部

会
／
第
１
回
物
産
・
土
産
等
部
会

25
日（
月
）小
樽
市
子
ど
も
・
子
育

て
会
議

26
日（
火
） 

第
３
回
定
例
会

28
日（
木
）「
第
33
回
全
道
商
工
会

議
所
女
性
会
研
修
交
流
会
」第
２

回
研
修
交
流
会
部
会

3
月

12
日（
金
） 

正
副
会
長
会
議

18
日（
木
）「
第
33
回
全
道
商
工
会
議

所
女
性
会
研
修
交
流
会
」第
２
回
懇

親
会
部
会
／
平
成
30
年
度
会
計
監
査

4
月

17
日（
金
）「
第
33
回
全
道
商
工
会

議
所
女
性
会
研
修
交
流
会
」第
３

回
研
修
交
流
会
部
会

21
日（
火
）「
第
33
回
全
道
商
工
会

議
所
女
性
会
研
修
交
流
会
」第
２

5
月

【
平
成
30
年
12
月
〜
令
和
元
年
６
月
】

今
後
の
予
定

ご
入
会
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

㈱
小
樽
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

営
業
支
配
人

金
宗 
有
美
さ
ん

（
ホ
テ
ル
業
）

６
月

４
日（
火
）小
樽
市
上
下
水
道
事
業

経
営
懇
話
会

６
日（
木
）「
第
33
回
全
道
商
工
会

議
所
女
性
会
研
修
交
流
会
」第
３

回
懇
親
会
部
会

11
日（
火
）ウ
ェ
ル
カ
ム
フ
ラ
ワ
ー
事
業

26
日（
水
）「
第
33
回
全
道
商
工
会

議
所
女
性
会
研
修
交
流
会
」懇
親

会
料
理
試
食
会

回
物
産
・
土
産
等
部
会

23
日（
木
）「
第
33
回
全
道
商
工
会

議
所
女
性
会
研
修
交
流
会
」第
２

回
実
行
委
員
会
／
２
０
１
９
年

度
定
時
総
会

28
日（
火
）２
０
１
９
年
度
全
道
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会〈
札
幌
市
〉

新会員のお知らせ

ウ
ェ
ル
カ
ム

フ
ラ
ワ
ー
事
業

　

６
月
11
日
、小
樽
を
訪
れ
る
観
光

客
や
市
民
に
花
の
あ
る
風
景
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
中
央

橋
・
小
樽
運
河
ク
ル
ー
ズ
発
着
場

前
で
、花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

６
年
目
と
な
る
今
年
は
、会
員
７

名
が
参
加
、赤
や
ピ
ン
ク
色
の
ゼ

ラ
ニ
ウ
ム
30
株
と
白
や
紫
色
の
バ

コ
パ
15
株
を
15
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー

に
植
え
、小
樽
運
河
ク
ル
ー
ズ
発

着
場
に
設
置
し
、観
光
客
の
皆
様

を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。



ラ
ブ
リ
ー
美
容
室

池
田 

麗
子

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険（
株
）

札
幌
北
支
社
小
樽
営
業
所

さ
ん

（
女
性
会
入
会
／
平
成
30
年
１
月
）

中
村 
幸
子

「
お
た
る
、着
物
も
の
が
た
り
」

　
「
令
和
」に
な
り
、新
し
い
時

代
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、時
代

の
変
化
と
共
に
着
物
を
着
る
機

会
が
大
き
く
減
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、七
五
三
や
成
人

式
な
ど
で
着
物
を
着
ま
す
が
、

七
五
三
の
歴
史
は
古
く
、起
源

は
平
安
時
代
頃
か
ら
、成
人
式

は
昭
和
21
年
に
埼
玉
県
で
実
施

さ
れ
た「
青
年
祭
」が
ル
ー
ツ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
で
は
季
節
に

よ
っ
て
着
物
を
着
分
け
る
習

慣
が
あ
り
ま
す
。袷（
あ
わ
せ
）

は
春
・
秋
・
冬（
10
〜
5
月
）、単

衣（
ひ
と
え
）は
春
〜
夏
、夏
〜

秋（
6
月
と
9
月
）、薄
物（
う
す

も
の
）は
夏
の
暑
い
時
期（
7
〜

8
月
）に
着
用
し
ま
す
。

　

明
治
後
期
か
ら
昭
和
に
か

け
て
日
本
有
数
の
港
湾
都
市

と
し
て
発
展
し
た
、歴
史
あ
る

レ
ト
ロ
な
街
・
小
樽
で
着
物
を

着
て
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

世
界
に
誇
る
日
本
の
民
族
衣

装
と
し
て
着
物
を
残
し
た
い
、

そ
う
強
く
願
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度

定
時
総
会
を
開
催

　

5
月
23
日
、小
樽
朝
里
ク
ラ
ッ
セ

ホ
テ
ル
に
お
い
て
２
０
１
９
年
度

定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。平
成

30
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
案
、収
支

予
算
案
を
審
議
、い
ず
れ
も
承
認
さ

れ
決
定
し
ま
し
た
。役
員
改
選
で
は

新
倉
敬
子
会
長
他
役
員
を
再
任
し

た
他
、新
理
事
に
横
山
文
代
さ
ん
を

選
任
し
ま
し
た
。総
会
後
は
、山
﨑

専
務
理
事
を
お
迎
え
し
て
懇
談
し
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
小
樽
市
生
ま
れ
。

高
島
小
学
校
、北
山
中
学
校
、

小
樽
桜
陽
高
等
学
校
を
経
て

金
融
機
関
に
９
年
勤
務
後
結

婚
を
機
に
退
職
。お
父
様
の
死

を
き
っ
か
け
に
生
命
保
険
に

強
い
関
心
を
も
ち
ま
し
た
。会

社
で
は
お
客
様
対
応
の
ほ
か
、

「
第
33
回

全
道
商
工
会
議
所

女
性
会
研
修
交
流
会
」

実
行
委
員
会

　

第
33
回
全
道
商
工
会
議
所
女
性

会
研
修
交
流
会（
主
催
：
北
海
道

商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
）が

9
月
20
日
に
小
樽
市
で
開
催
さ
れ

る
に
あ
た
り
、実
行
委
員
会
で
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。各
地
女
性

会
と
の
交
流
・
懇
親
を
深
め
、有

意
義
な
交
流
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

松
田
さ
ん
は「
会
社
の
信
頼
を

高
め
る
た
め
に
は
、良
い
商
品
を

提
供
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
」と

語
り
、女
性
社
長
ら
し
く
社
員
が

意
見
し
や
す
い
雰
囲
気
を
大
切

に
し
て
、消
費
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
を
絞
り
な
が
ら
商
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、母
親
で
も
あ
る
松
田
さ

ん
自
身
の
体
験
か
ら
、子
育
て
中

の
女
性
社
員
が
気
軽
に
休
暇
を

取
れ
る
よ
う
、シ
ニ
ア
世
代
に
協

力
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
り
、

社
員
全
員
で
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
「
小
樽
で
は
女
性
経
営
者
は

少
な
い
で
す
が
、経
営
者
の
仕

平
成
３０
年
度
第
3
回
定
例
会

期
日
：
平
成
31
年
3
月
26
日　

場
所
：
オ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
小
樽

「
女
性
社
長
だ
か
ら
で
き
る

　

  

話
し
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

㈱
Ｎ
Ｓ
ニ
ッ
セ
イ　

代
表
取
締
役

松
田 

さ
ゆ
り
氏

講 

師

事
を
全
う
す
る
こ
と
で
将
来
に

繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
」と
話
し
、社
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し
な
が

ら
会
社
経
営
に
努
め
て
い
る
話

を
伺
い
ま
し
た
。

会

介

紹

員
「
物
静
か
で
優
し
い
生
命
保
険
の
プ
ロ
」

後
輩
の
指
導
や
教
育
も
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
人
を
亡
く
し
、残
さ

れ
た
ご
家
族
が
保
険
で
救
わ

れ
、そ
の
後
の
人
生
を
安
心
し

て
送
れ
る
よ
う
、一
人
ひ
と
り

の
お
客
様
に
合
っ
た
保
険
の

提
案
を
心
が
け
て
い
ま
す
。い

つ
も
は
物
静
か
な
中
村
さ
ん

で
す
が
、仕
事
で
は
相
手
の
話

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、丁
寧

に
説
明
す
る
姿
は
、生
命
保
険

の
プ
ロ
、そ
し
て
人
生
の
良
き

相
談
相
手
で
す
。家
庭
で
は
、

最
近
結
婚
し
た
息
子
さ
ん
の

幸
せ
を
願
う
、優
し
い
お
母
さ

ん
で
も
あ
り
ま
す
。


